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1. NVMeの概要 
NVM Express(NVMe)は、PCI Express(PCIe)バスに取り付けられた非揮発性メモリにアクセスするための、オープンな論
理デバイスインターフェースの仕様です。「NVM」とは「非揮発性メモリ」を示し、一般的に SSDとして取り扱われるフラ
ッシュメモリです。 

1.1. 基本的な情報 

◼ 本書は、PCIe SSDの NVMeモードにおける使用方法について記載しています。NVMeモードで使用す
る PCIe SSDを、本書では NVMeドライブと記載しています。 

◼ NVMeドライブのホットスワップをサポートする構成は、[2.2 ドライブの取り外しと取り付け] の項をご覧
ください。その他構成における NVMeドライブの搭載、取り外し、交換はシステムの電源オフ状態にて
実施してください。 

◼ NVMeドライブに発生する異常を示すイベントは各オペレーティングシステムのイベントログに記録され
ます。交換の要非は、記録されたイベントログより、お客様によって判断していただく必要があります。 

◼ 交換が必要と判断した NVMe ドライブの物理的な搭載位置は、オペレーティングシステムから参照す
ることはできず、iRMC Webインターフェースより確認する必要があります。そのため NVMeドライブをご
使用になる場合は、事前に iRMCのネットワーク設定をお願いいたします。 

◼ NVMeドライブは、ドライブ故障ランプを点灯・点滅させる機能はありません。 

1.2. BIOS設定 

PCIe SSDを NVMeモードで動作させるために、サーバ本体の BIOS Utilityにて、「VMD Configuration」設定を
[Disabled]に設定する必要があります 

NOTE: サーバ本体のBIOS版数によっては、「VMD Configuration」設定項目が表示されません。この場合、設定の変更は必
要ありません 
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2. NVMeドライブの交換 
 
オペレーティングシステムがイベントログに記録するイベントや、オペレーティングシステム標準のドライブ管理ツール

には、NVMeドライブの物理的な搭載位置が示されないため、オペレーティングシステムのログから物理的な搭載位
置を特定する作業が必要になります。 
一連の作業の概要は下記となります。具体的な手順は 2.1以降の項を参照してください。 
 

1. 【お客様作業】 Windows, Linux等のオペレーティングシステムのイベントログ等に記録された NVMeドライ
ブのエラー情報から、エラーが発生したドライブおよびドライブのシリアル番号を特定します。 

NOTE: OS標準の管理ツールの使用に、システム管理者権限が必要となります。 

2. 【お客様作業】 特定したシリアル番号をもつ NVMeドライブについて、iRMC S5 Webインターフェースを参
照し、サーバ側の搭載スロットを確認します。 

NOTE: NVMeドライブの搭載位置を特定するために、iRMC S5 Webインターフェースにアクセスする必要があります。必ず事
前にiRMC S5の設定を完了しておいてください。 

3. 【お客様作業】 各サーバ本体のマニュアル（アップグレード&メンテナンスマニュアル）を参照し、サーバの
搭載スロットに対応する物理的な位置を確認し、交換対象としてマークします。 

NOTE: NVMeドライブにLocate機能(ドライブの故障ランプを点滅させる機能)はありません。 

4. 交換対象の NVMeドライブを交換します。 

NOTE: お使いの構成によっては、ホットスワップ（OS稼働中の取り外しおよび取り付け）に対応していません。この場合は
サーバの電源を切断した状態でNVMeドライブを交換してください。 

5. 【お客様作業】 必要に応じて、交換した NVMeドライブにデータを復元します。 

2.1. 【お客様作業】エラーが発生したドライブの識別および物理搭載位
置の特定 

本章は、故障した NVMeドライブの物理位置を、OSログ、OS標準のツールと iRMC管理インターフェースおよび
PRIMERGYシステムより特定する方法について記載しています。 

2.1.1. Windows Serverおよび RX2540 M4での例 

1. OSイベントログより、OS上のデバイス名称 / 警告 / エラーメッセージを確認します。下記例のようなイベン
トが記録されている場合、4番のドライブに問題を検出しています。 
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◼ イベント ID： 7: ／ソース：disk ／説明：デバイス\Device\Harddisk4\DR4に不良ブロックがありま
す。 

◼ イベント ID： 11: ／ソース：disk ／説明：ドライバーは\Device\Harddisk4\DR4でコントローラーエラ
ーを検出しました。 

◼ イベント ID： 153  ／ソース:disk ／説明：ディスク 4の論理ブロックアドレス XXXXXXXで IO操作が
再試行されました。 

◼ イベント ID： 157 ／ソース：disk ／説明：ディスク 4が突然取り外されました。 
 

2. エラーが発生したドライブのシリアル番号を確認します。 
Windows PowerShellまたは、管理ツール(RAID Manager, isdct)のいずれかで確認してください。 

NOTE: インストールしているWindows Powershellのバージョンにより、画面表示が異なる場合があります。下記は各OS標準
でインストールされているバージョンにおける確認例です。 

◼ Windows Server 2016 / 2019における確認例： 
下記表示例の場合、ディスク 4のシリアル番号は PHLE738500AY1P6CGNとなります。 

 
 

◼ Windows Server 2012 R2における確認例： 
下記表示例の場合、ディスク 4のシリアル番号は PHLF73440075500JGNとなります。 

 
 

◼ ServerView RAID Managerにおける確認例： 
ServerView RAID Manager GUIの左部ツリーより NVMeドライブのコントローラ部(Intel PCIe Device 
Adapter)を選択し、「全般」タブより NVMeドライブの情報を確認してください。下記表示例の場
合、 .PHYSICALDRIVE0 (Windows OS上のディスク 0に相当) のシリアル番号は PHLE7042006D1P6CGN
となります。 
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NOTE: ServerView RAID Manager (html5 GUI)における表示例は下記となります。下記表示例の場合、.PHYSICALDRIVE2 
(Windows OS上のディスク2に相当) のシリアル番号はPHLE7042006D1P6CGNとなります。 

 
 

◼ ISDCTにおける確認例： 
下記コマンドにて NVMeドライブの一覧を出力してください。 

isdct show -intelssd 

 

下記表示例の場合、\\\\.\\.PHYSICALDRIVE0 (Windows OS上のディスク 0に相当) のシリアル番号

は PHLE7042006D1P6CGNとなります。 

 
 

  



 

NVMe User Guide - 日本語  8 

3. iRMCS5 WebUIより、シリアル番号に対応した PCIe SSDの番号を特定します。 
下記例の場合、シリアル番号 PHLE738500AY1P6CGN に対応した PCIe SSDの番号は、PCIeSSD6となりま
す。 

 
 

4. 各サーバ本体のアップグレード＆メンテナンスマニュアルの「ハードディスクドライブ（HDD）/ソリッドステー
トドライブ (SSD)」章より、PCIe SSDのデバイス番号と対応した、各サーバ本体・HDD/SSDベイ構成の物理ド
ライブ位置を確認します。 
上記の例の場合、デバイス番号 PCIeSSD6に対応した 6番に示された位置のドライブが交換対象となりま
す。 

 
 

5. 交換対象と特定したドライブを、付箋・ラベル等を使用しマークします。 

NOTE： 誤って交換対象以外のドライブを取り外した場合、業務が停止する、取り外したドライブのデータが失われる等、深
刻な問題が発生する可能性があります。交換対象ドライブへのマークは確実に実施してください。 

6. （別途指示されている場合）オペレーティングシステムが提供している機能（記憶域スペース等）にてアレ

イを構成している場合は、物理的にドライブを取り外す前に、使用しているアレイ機能による論理的なドラ

イブ切り離し操作の実施が指示されている場合があります。 
詳細は、お使いの各アレイ機能の仕様を参照してください。 
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NOTE: お使いのサーバ・iRMC S5ファームウェア版数等の構成によって、iRMC S5 WebUIのレイアウトが異なる場合がありま
す。下記例 (PRIMERGY RX2540 M5) の場合、シリアル番号BTLN920100Z01P6AGN に対応したPCIe SSDは、背面
PCIe SSDベイの1番に対応する位置に搭載されています。 

、  
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2.1.2. Linuxおよび RX2530 M4 (10xNVMe)における例 

1. /var/log/messages より、OS上のデバイス名称 / 警告 / エラーメッセージを確認します。 
下記例の場合、nvme0n1がデバイス名となります。 

 
 

2. エラーが発生したドライブのシリアル番号を確認します。 
ブロックデバイスファイルを参照するかまたは、管理ツール(RAID Manager, isdct)のいずれかで確認してく
ださい。 
◼ ブロックデバイスファイルの参照例： 

i. /sys/block/[デバイス名]/device/より、デバイスの名称および、デバイスのシリアル番号を確認しま
す。 

ii. ファイル名“serial”を開きます。 
下記例の場合、/sys/block/nvme0n1/device/serialの内容より、デバイス名 nvme0n1のシリアル
番号は PHLE7034001D1P6CGNとなります。 

NOTE: /sys/block/nvme0n1/device/下の各ファイルの内容より、PCIe SSDの型名およびファームウェアバージョンを確認する
こともできます。 
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◼ ServerView RAID Managerにおける確認例： 

ServerView RAID Manager GUIの左部ツリーより NVMeドライブのコントローラ部(Intel PCIe Device 
Adapter)を選択し、「全般」タブより NVMeドライブの情報を確認してください。 
ServerView RAID Managerのコマンドラインインターフェース(CLI)を使用して確認することもできます。
下記例の場合、デバイス名 nvme0n1のシリアル番号は PHLE7042006D1P6CGNとなります。 
 

 
 

3. iRMCS5 WebUIより、シリアル番号に対応した PCIe SSDの番号を特定します。 
下記例の場合、シリアル番号 PHLE7042006D1P6CGN に対応した PCIe SSDの番号は PCIeSSD0となりま
す。 
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4. 各サーバ本体のアップグレード＆メンテナンスマニュアルの「ハードディスクドライブ（HDD）/ソリッドステー
トドライブ (SSD)」章より、PCIe SSDのデバイス番号と対応した、各サーバ本体・HDD/SSDベイ構成の物理ド
ライブ位置を確認します。 
下記の例の場合、デバイス番号 PCIeSSD0に対応した 0番に示された位置のドライブが交換対象となりま
す。 
 

 
 

5. 交換対象と特定したドライブを、付箋・ラベル等を使用しマークします。 

NOTE： 誤って交換対象以外のドライブを取り外した場合、業務が停止する、取り外したドライブのデータが失われる等、深
刻な問題が発生する可能性があります。交換対象ドライブへのマークは確実に実施してください。 

6. （別途指示されている場合）オペレーティングシステムが提供している機能（mdraid・LVM等）にてアレイを
構成している場合は、物理的にドライブを取り外す前に、使用しているアレイ機能による論理的なドライブ

切り離し操作の実施が指示されている場合があります。 
詳細は、お使いの各アレイ機能の仕様を参照してください。 
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NOTE: お使いのサーバ・iRMC S5ファームウェア版数等の構成によって、iRMC S5 WebUIのレイアウトが異なる場合がありま
す。下記例 (PRIMERGY RX2540 M5) の場合、シリアル番号BTLN920100Z01P6AGN に対応したPCIe SSDは、背面
PCIe SSDベイの1番に対応する位置に搭載されています。 

、  
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2.1.3. vmwareおよび RX2530 M4 (10xNVMe) における例 

1. /var/log/vmkernel.log および/var/log/vmkwarning.logより、OS上のデバイス名称 / 警告 / エラーメッセー
ジを確認します。 

2. 下記コマンドより、デバイスのシリアル番号を確認します。デバイスの名称を確認することもできます。 
 

esxcli storage core device list 

 
下記例の場合、OS上のデバイス名称 INTEL SSDPE2KE01の製品名が INTEL_SSDPE2KE016T7、シリアル
番号が PHLE7431001D1P6CGNとなります。 

   t10.NVMe____INTEL_SSDPE2KE016T7_PHLE7431001D1P6CGN__00000001 
   Display Name: Local NVMe Disk (t10.NVMe____INTEL_SSDPE2KE016T7_PHLE7431001D1P6CGN__00000001) 
   Has Settable Display Name: true 
   Size: 1526185 
   Device Type: Direct-Access  
   Multipath Plugin: NMP 
   Devfs Path: /vmfs/devices/disks/t10.NVMe____INTEL_SSDPE2KE016T7_PHLE7431001D1P6CGN__00000001 
   Vendor: NVMe    cd  
   Model: INTEL SSDPE2KE01 
   Revision: 0150 
   SCSI Level: 6 
   Is Pseudo: false 
   Status: on 
   Is RDM Capable: false 
   Is Local: true 
   Is Removable: false 
   Is SSD: true 
   Is VVOL PE: false 
   Is Offline: false 
   Is Perennially Reserved: false 
   Queue Full Sample Size: 0 
   Queue Full Threshold: 0 
   Thin Provisioning Status: yes 
   Attached Filters:  
   VAAI Status: unsupported 
   Other UIDs: vml.010000000042544c45373433313030545131503643474e2020494e54454c20 
   Is Shared Clusterwide: false 
   Is Local SAS Device: false 
   Is SAS: false 
   Is USB: false 
   Is Boot USB Device: false 
   Is Boot Device: false 
   Device Max Queue Depth: 1020 
   No of outstanding IOs with competing worlds: 32 
   Drive Type: unknown 
   RAID Level: unknown 
   Number of Physical Drives: unknown 
   Protection Enabled: false 
   PI Activated: false 
   PI Type: 0 
   PI Protection Mask: NO PROTECTION 
   Supported Guard Types: NO GUARD SUPPORT 
   DIX Enabled: false 
   DIX Guard Type: NO GUARD SUPPORT 
  Emulated DIX/DIF Enabled: false 
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3. iRMCS5 WebUIより、シリアル番号に対応した PCIe SSDの番号を特定します。 
下記例の場合、シリアル番号 PHLE7034001D1P6CGN に対応した PCIe SSDの番号は PCIeSSD0となりま
す。 

 
 

 
4. 各サーバ本体のアップグレード＆メンテナンスマニュアルの「ハードディスクドライブ（HDD）/ソリッドステー

トドライブ (SSD)」章より、PCIe SSDのデバイス番号と対応した、各サーバ本体・HDD/SSDベイ構成の物理ド
ライブ位置を確認します。 
下記の例の場合、デバイス番号 PCIeSSD0に対応した 0番に示された位置のドライブが交換対象となりま
す。 
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5. 交換対象と特定したドライブを、付箋・ラベル等を使用しマークします。 

NOTE： 誤って交換対象以外のドライブを取り外した場合、業務が停止する、取り外したドライブのデータが失われる等、深
刻な問題が発生する可能性があります。交換対象ドライブへのマークは確実に実施してください。 

6. （別途指示されている場合）オペレーティングシステムが提供している機能にてアレイを構成している場合

は、物理的にドライブを取り外す前に、使用しているアレイ機能による論理的なドライブ切り離し操作の実

施が指示されている場合があります。 
詳細は、お使いのアレイ機能の仕様を参照してください。 

 

NOTE: お使いのサーバ・iRMC S5ファームウェア版数等の構成によって、iRMC S5 WebUIのレイアウトが異なる場合がありま
す。下記例 (PRIMERGY RX2540 M5) の場合、シリアル番号BTLN920100Z01P6AGN に対応したPCIe SSDは、背面
PCIe SSDベイの1番に対応する位置に搭載されています。 

、  
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2.2. ドライブの取り外しと取り付け 

オペレーティングシステムの運用中にNVMeドライブを取り外す操作(ホットスワップ)は、下記PRIMERGYサーバ本
体の下記BIOS版数以降にてサポートしています。 

 
製品名 BIOS版数 
PRIMERGY RX2520 M4 
PRIMERGY RX2530 M4 
PRIMERGY RX2540 M4 
PRIMERGY TX2550 M4 

1.28.0 以降 

PRIMERGY RX4770 M4 1.18.0以降 
PRIMERGY RX2520 M5 
PRIMERGY RX2530 M5 
PRIMERGY RX2540 M5 
PRIMERGY TX2550 M5 
PRIMERGY RX4770 M5 

初版 

 

NOTE: サーバ本体のBIOS版数は、iRMC S5 WebUI より確認することができます。 

NOTE: ホットスワップに対応しない構成をお使いの場合は、2.2.2ドライブの交換（システム停止） の手順にてドライブの交
換を行ってください。 

2.2.1. ドライブの交換（ホットスワップ） 

2.2.1.1. Windows Serverおよび Linux 

Windows OSおよびLinux OSについては、NVMeドライブをオペレーティングシステムの運用中に取り外すことがで
きます。 

 
1. 2.1項にて判別した搭載位置の NVMeドライブに付箋・ラベル等によるマークがされていることを確認しま

す。 

NOTE： 誤って交換対象以外のドライブを取り外した場合、業務が停止する、取り外したドライブのデータが失われる等、深
刻な問題が発生する可能性があります。交換対象ドライブへのマークはお客様作業にて確実に実施してください。 

2. 手順 1にてマーク位置を確認した NVMeドライブを取り外します。 
3. 取り外した NVMeドライブの搭載位置に、新品の NVMeドライブを取り付けます。 
4. オペレーティングシステムから、新たに取り付けた NVMeドライブが認識されていることを確認します。 

2.2.1.2. VMware 

vSphere ESXiは、NVMeドライブのホットスワップをサポートしていません。 
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2.2.2. ドライブの交換（システム停止） 

 

1. 2.1項にて判別した搭載位置の NVMeドライブに付箋・ラベル等によるマークがされていることを確認しま
す。 

NOTE： 誤って交換対象以外のドライブを取り外した場合、システムが起動しない、取り外したドライブのデータが失われる
等、深刻な問題が発生する可能性があります。交換対象ドライブへのマークはお客様作業にて確実に実施してくだ

さい。 

2. システムをシャットダウンします。 
3. 手順 1にてマーク位置を確認した NVMeドライブを取り外します。 
4. 取り外した NVMeドライブの搭載位置に、新品の NVMeドライブを取り付けます。 
5. システムの電源を投入します。 
6. オペレーティングシステムから、新たに取り付けた NVMeドライブが認識されていることを確認します。 

 

2.3. 【お客様作業】NVMeドライブへのデータリカバリ 

NVMeドライブには、ドライブの交換後自動でデータリカバリを行う機能はありません。手動でバックアップからのリカ
バリを実施するか、オペレーティングシステムが提供している機能（記憶域スペース・mdraid・LVM等）にてアレイを構
成している場合は、お使いの各アレイ機能の仕様を参照してリカバリを実施してください。 
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改版履歴 

V1.0L10, 2018年 3月 14日 

◼ 初版提供 

V1.1L10, 2020年 9月 8日 

◼ 2.1【お客様作業】エラーが発生したドライブの識別および物理搭載位置の特定 を更新 
Windows Server 2019を追記 
iRMC S5 WebUIのバージョンによる表示レイアウト変更に対応 
ServerView RAID Manager html5 GUIの表示例を追加 

◼ 2.2 ドライブの取り外しと取り付け を更新 
ホットスワップ対応手順を追加 

◼ 交換位置の特定および交換手順の構成を見直し、お客様による作業が必要な項目を明記 
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